
 

○
安
芸
高
田
市
の
現
状

　

安
芸
高
田
市
は
、
今
年
の
3
月
で
合
併
10
年
を
迎

え
ま
し
た
。
合
併
後
の
10
年
間
で
、
市
の
人
口
は
約

４
、０
０
０
人
減
少
し
、
今
年
の
10
月
1
日
現
在
で

３
０
、１
１
１
人
（
外
国
人
含
ま
ず
）
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
10
年
間
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
４
、０
０
０
人
か

ら
５
、０
０
０
人
が
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

（
表
1
参
照
）。

　

一
方
で
、
安
芸
高
田
市
の
公
共
施
設
に
目
を
向
け
て

み
る
と
、
合
併
後
も
旧
町
の
施
設
が
全
て
安
芸
高
田
市

に
引
き
継
が
れ
る
と
同
時
に
、
新
市
建
設
計
画
に
基
づ

き
新
た
な
公
共
施
設
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
安
芸
高
田

市
の
公
共
施
設
の
総
延
床
面
積
は
、
27
・
2
万
㎡
で
、

市
民
1
人
あ
た
り
8
・
53
㎡
で
す
。
こ
れ
は
、
全
国
平

均
の
3
・
42
㎡
の
約
2
・
5
倍
に
相
当
し
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
現
在
の
公
共

施
設
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
っ
て
良
い
の
か
、
ど
の

く
ら
い
で
あ
れ
ば
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
考
え
る
べ
き
と
き
が
来
て
い
ま
す
。

 

○
公
共
施
設
の
更
新
費
用

　

今
年
5
月
、
安
芸
高
田
市
で
は
、
現
在
保
有
し
て
い

る
公
共
施
設
を
現
在
の
機
能
の
ま
ま
今
後
40
年
間
維
持

す
る
た
め
に
、
必
要
な
改
修
や
建
て
替
え
を
行
う
と
し

た
ら
い
く
ら
必
要
と
な
る
か
、試
算
し
て
み
ま
し
た（
表

2
参
照
）。

　

そ
の
結
果
、

①
今
後
40
年
間
で
必
要
な
、
更
新
・
大
規
模
改
修

の
費
用
は
、
１
、０
７
４
億
5
千
万
円
（
年
平
均

26
億
9
千
万
円
）
で
あ
る
。

　

＊
過
去
5
年
間
で
、
既
存
施
設
の
更
新
・
大
規
模
改

修
に
か
け
た
費
用
は
、
年
平
均
18
億
円
。

②
こ
れ
ま
で
の
実
績
か
ら
、
年
平
均
18
億
円
し
か
施
設

の
更
新
・
大
規
模
改
修
に
か
け
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、

年
平
均
8
億
9
千
万
円
不
足
す
る
。

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
を
今
後
長
期
に
渡
っ
て

維
持
す
る
こ
と
が
可
能
な
規
模
に
す
る
た
め
に
は
、
現

在
保
有
す
る
施
設
を
30‌

%
以
上
削
減
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
仮
に
、
施
設
を
削
減
す
る
こ
と
な
く
、

必
要
な
額
の
負
担
を
各
世
帯
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
1

世
帯
あ
た
り
年
に
6
万
8
千
円
以
上
の
負
担
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
公
共
施
設
を
今
後
も
そ
の
ま

安
芸
高
田
市
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
考
え
よ
う

【表1】総人口（年齢3階層）の推移

年少人口　0～14歳、生産年齢人口　15～64歳、老齢人口　65歳以上
資料：住民基本台帳月報による。（年少人口は、住民基本台帳年報による。（外国人を除く。））

34,617人
10月1日現在
30,111人

26,873人

【表2】公共施設　将来の更新費用の試算（単位：億円）

0

10

20

30

40

50

60

70
H

2
0

H
2

1
H

2
2

H
2

3
H

2
4

H
2

5
H

2
6

H
2

7
H

2
8

H
2

9
H

3
0

H
3

1
H

3
2

H
3

3
H

3
4

H
3

5
H

3
6

H
3

7
H

3
8

H
3

9
H

4
0

H
4

1
H

4
2

H
4

3
H

4
4

H
4

5
H

4
6

H
4

7
H

4
8

H
4

9
H

5
0

H
5

1
H

5
2

H
5

3
H

5
4

H
5

5
H

5
6

H
5

7
H

5
8

H
5

9
H

6
0

H
6

1
H

6
2

H
6

3
H

6
4

築61年以上の公共施設の建替え計

建替計

築31年以上50年未満の公共施設の大規模修計

大規模改修計

用地取得分

新規整備分

既存更新分

直近5年間の実績 今後40年間の試算

今後40年間で必要な更新・大規模改修費用の年平均

直近5年間の既存施設の更新・大規模改修費用の年平均

［直近５年間の実績］

［今後40年間の試算］

ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

 

○
今
後
の
公
共
施
設
に
対
す
る
取
組

　

新
市
建
設
計
画
に
よ
る
事
業
が
一
段
落
し
た
今
こ

そ
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
や
、
公
共
施
設
に
関
す
る
受

益
者
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
今
後
、
次
の
こ
と

に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
1
）
公
共
施
設
の
配
置
の
適
正
化

　

旧
町
の
施
設
の
中
に
は
、
老
朽
化
の
進
行
や
、
時
代

と
と
も
に
必
要
性
が
薄
れ
る
な
ど
し
て
既
に
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
も
の
、
設
立
当
初
の
経
緯
な
ど
か
ら
一
部
の

人
し
か
利
用
し
な
い
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
利
用
状

況
の
調
査
な
ど
を
行
い
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
施
設
の
利
用
者
へ
の
移
管
、
施
設
の

廃
止
・
統
合
を
進
め
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
施
設
に
つ
い
て
も
、
長
期
間
の
管
理
計

画
を
策
定
し
、
人
口
動
態
や
財
政
負
担
も
考
慮
し
た
公

共
施
設
の
維
持
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

＊
こ
の
「
公
共
施
設
の
配
置
の
適
正
化
」
に
係
る
動
き

は
、
国
が
今
年
4
月
に
示
し
た
「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
策
定
要
請
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

＊
こ
れ
ま
で
の
当
市
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下

さ
い
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
各
部
・
各
課
→
総
務
部
財
産
管
理

課
（U

RL

：http://w
w
w
.akitakata.jp/ja/sec-

tion/zaim
u/

）

■
安
芸
高
田
市
公
共
施
設
現
況
分
析
調
査
（
概
要
版
）

に
つ
い
て

■
安
芸
高
田
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
更
新
に
係
る

費
用
推
計
に
つ
い
て

（
2
）
公
共
施
設
の
使
用
料
の
適
正
化

　

旧
町
の
施
設
の
使
用
料
は
、
合
併
の
際
に
同
種
の
施

設
間
の
使
用
料
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
決
め
た
も
の
が

多
く
、
合
併
以
来
見
直
し
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

結
果
、
受
益
者
に
対
し
て
適
切
な
負
担
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
か
を
検
証
で
き
な
い
点
に
課
題
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
設
立
当
初
の
経
緯
な
ど
か
ら
使
用
料

の
減
免
の
ル
ー
ル
が
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
同
じ
種
類

の
施
設
で
あ
り
な
が
ら
実
際
に
支
払
う
使
用
料
が
異
な

る
な
ど
、
結
果
と
し
て
市
民
の
利
用
に
あ
た
っ
て
バ
ラ

ン
ス
を
欠
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
各
施
設
の
使
用

料
を
、
施
設
の
コ
ス
ト
に
対
す
る
受
益
者
負
担
の
考
え

方
か
ら
算
出
し
、
統
一
的
な
使
用
料
の
設
定
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
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